
＜おも な活動＞

・ 地域の自然を題材と し た
環境学習の機会の提供

・ 表浜海岸における
生物保全対策の推進

・ 三河湾での干潟、浅場、
藻場の保全と 再生

・ 農地での生物多様性
保全の推進

・ 花咲く 砂丘の丘

・ 岸森や防潮・ 防風林の
保全・ 再生

・ あつみ産食材を用いた
食の提供
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専門家が丁寧に教えるエコ ツアーや

自然学習会が魅力

　 同協議会は、 一般市民を 対象にし たエコ ツ

アーや自然学習会を 企画・ 開催し ています。

2020年（ 令和２ 年）10月に開催し たエコ ツアー

で は、 伊
い

良
ら

湖
ご

岬の鳥類や蝶類等について、

NPOの専門家が現地で丁寧に紹介し 、 20人ほ

どの参加者は、 渥美半島の動植物の豊富さ を

改めて感じ たそう です。

　 ま た、 2020年（ 令和２ 年）12月に開催し た

フ ォーラ ムには一般市民35人が参加し まし た。

瀧崎吉伸先生による 渥美半島の植物について

の講演や、 団体によ る活動報告、 協議会の方

向性についての意見交換など、 フ ォ ーラ ムは

盛況に終わり まし た。

自然の保全はも ちろん、

地域の発展のために適切に利用する

　 海あり 山あり の豊かな自然に囲まれた渥美

半島。 広大な干潟を はじ めと し て、 シギ・ チ

ド リ 類などの渡り 鳥の中継地、 アカ ウミ ガメ

の産卵の上陸・ 産卵地でも あり ます。 また、

渥美半島の先端部では「 自然の再生」 をテーマ

に、 こ の地域固有の海浜性の植生を 復元する

公園「 いら ごさ ら ら パーク 」 が整備さ れてい

ます。 後
ご

藤
と う

尚
なお

弘
ひろ

会長（ 東洋大学教授・ AKJ環

境総合研究所理事） は次のよう に語っています。

　「 自然の恵みを生かし た農業や水産業も 盛ん

であり 、 地域資源の保全や適切な利用は渥美

半島の発展に欠かせません。 協議会と し ても 、

生き も のの生息環境を 保全・ 再生する だけで

なく 、 自然の恵みを 観光産業などにフ ルに生

かし たいと 思っ ています」。

幅広い年代や他の協議会と

つながり を広げていき たい

　 協議会の取組を 長く 続けていく ために、 地

元の様々な世代の人たち に生物多様性保全に

関心を 持っ ても ら いたいそう です。 渥美半島

には「 亀の子隊」 など若者向けの活動も ある

ので、 期待が持てます。 また、 同協議会には

NPOが多く 、 NPO同士、 NPOと 行政がお互

いに理解し 、 尊重し 、 連携するこ と が活動の

継続のポイ ント だそう です。

　 他の協議会と の連携はまだこ れから ですが、

近隣の協議会と は設立の際に協働し ているの

で連絡がスムーズで、 他の協議会のフ ォ ーラ

ムに参加し ています。

【 構成団体一覧】 3 5 団体

＜大学等 ３ ＞

愛知大学、 東洋大学、 愛知県立福江高等学校

＜企業等 ９ ＞

休暇村伊良湖、 株式会社JERA 渥美火力発電所、 住友

林業緑化株式会社、 ト ヨ タ 自動車株式会社田原工場、

渥美商工会、 渥美半島観光ビューロー、 田原市商工会、

一般社団法人田原青年会議所、 田原臨海企業懇話会

＜NPO等 19＞

あかばね塾、 渥美半島の里海を 美し く する 会、 NPO

法人渥美半島ハイキングク ラ ブ、 NPO法人表浜ネッ ト

ワーク 、 環境ボラ ン テ ィ アサーク ル亀の子隊、 汐川

干潟を 守る 会、 せせら ぎの会、 CAEA 渥美半島環境

活動協議会、 田原区、 たはら 里山の会、 田原市小中

学校長会、 田原市地域コ ミ ュ ニティ 連合会、 地域自給

SATOYAMA、 日本スパルティ ナ防除ネッ ト ワーク 、

NPO法人東三河自然観察会、 東三河野鳥同好会、 三河

生物同好会、 免々田川を 守る 会、 NPO法人ゆずり は

学園渥美半島の里海を美し く する会

＜農林漁業団体 １ ＞

愛知みなみ農業協同組合

＜行政機関 ３ ＞

田原市、 豊橋市、 愛知県

地域の生態系

海浜植物（ ク ロマツ、

ハマボウフ ウなど）、

アカ ウミ ガメ 、ゲンジボタ ル、

タ カ 、シデコ ブシ、

カ スミ サンショ ウウオ

田原市、豊橋市

渥美半島生態系ネッ ト ワーク 協議会は「 海

と 大地の恵みを活かし 、 人と 自然を 未来に

つな ぐ 渥美半島の創造」 を テ ーマに2015

年（ 平成27年）１ 月に設立。 多く のNPOや

事業者な ど が参加し 、 35団体（ 2022年（ 令

和４ 年）１ 月現在）が活動し ています。 豊か

な自然の恵みを保全・ 再生すると と も に、

積極的に利用し ていく 姿勢が特徴的です。
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